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【 背 景 お よ び 目 的 】

マ ン ヘ ミ ア 属 菌 は Ma n n h e i m i a h a e m o l y t i c a（ M h） 以 外 に M a n n h e i m

i a v a r i g e n a（ M v）、 M a n n h e i m i a g l u c o s i d a、 M a n n h e i m i a g r a m u l o m

a t i s、 M a n n h e i m i a r u m i n a l i sの 計 5菌 種 の 存 在 が 明 ら か と な っ て い

る が 、 市 販 の 生 化 学 的 性 状 検 査 キ ッ ト で は こ れ ら 全 て は M hと 同 定 さ

れ る 。 勝 田 ら に よ る と 、 生 化 学 的 性 状 検 査 キ ッ ト で M hと 同 定 さ れ た

菌 株 に つ い て 1 6 S r R N A遺 伝 子 解 析 に よ り 再 同 定 を 実 施 し た と こ ろ 、

そ の う ち の 8%が M vで あ っ た と 報 告 さ れ て い る 。

M vは 、牛 の 口 腔 、ル ー メ ン 、腸 管 な ど に 常 在 し 、発 症 例 で は 肺 炎 、

髄 膜 炎 、 腎 盂 腎 炎 な ど 症 例 に よ り 異 な る 病 態 を 示 す 。 肺 炎 例 で は 組

織 学 的 に 燕 麦 様 細 胞 を 伴 う 多 発 性 凝 固 壊 死 巣 が 形 成 さ れ 、 M vや H i s t

o p h i l u s s o m n iに よ る 肺 炎 像 に 類 似 す る こ と が あ る 。 M v感 染 症 は 近

年 各 地 で 報 告 さ れ て お り 、 今 回 県 内 で 初 め て そ の 発 生 が 確 認 さ れ た

た め 指 導 を 実 施 し た 。

【 発 生 状 況 】（ 図 1）

管 内 黒 毛 和 種 繁 殖 農 場 （ 母 牛 3 0頭 ） で 2 0 1 8年 1月 出 生 子 牛 が 虚 弱

で 加 療 す る も 8日 齢 で 死 亡 し た （ 1例 目 ）。 2月 出 生 子 牛 も 出 生 直 後

か ら 虚 弱 で 、 四 肢 関 節 腫 脹 お よ び 異 常 呼 吸 音 を 発 し 1 6日 齢 で 死 亡 し

た （ 2例 目 ）。 2例 の 子 牛 は 共 に 哺 乳 力 が 弱 く 自 力 で の 初 乳 摂 取 が 困

難 で あ っ た 。 畜 主 が 初 乳 製 剤 の 経 口 投 与 を 実 施 し た が 、 十 分 に 摂 取

で き て い た か は 不 明 で あ っ た 。 2例 に つ い て 死 因 特 定 の た め 病 性 鑑

定 を 実 施 し た 。 母 牛 は そ れ ぞ れ 2 0 1 7年 1 2月 に 異 な る 県 外 か ら 同 じ 日

に 導 入 さ れ 隣 接 牛 房 に お り 、 母 牛 の 分 娩 前 後 に 異 常 は な か っ た 。

【 方 法 】

定 法 に よ り 解 剖 後 主 要 臓 器 を 採 材 し 、 組 織 学 的 検 査 、 ウ イ ル ス 学

的 検 査 お よ び 細 菌 学 的 検 査 を 実 施 し た 。

【 結 果 】

（ 1例 目 ） 剖 検 で は 肺 の 一 部 が 肝 変 化 し （ 図 2）、 腹 腔 内 に 多 量 の

線 維 素 が 析 出 し て い た 。 組 織 学 的 検 査 で は 肝 臓 、 肺 で 燕 麦 様 細 胞 が

認 め ら れ （ 図 3）、 肝 臓 で 最 も 病 変 が 顕 著 で あ っ た （ 図 4、 5）。 細 菌

学 的 検 査 で は マ ン ヘ ミ ア 属 菌 （ 肝 臓 、 心 臓 、 脾 臓 、 肺 、 腹 水 ） が 分

離 さ れ 、 1 6 S r R N A遺 伝 子 解 析 （ 国 立 研 究 開 発 法 人 農 業 ・ 食 品 産 業 技

術 総 合 研 究 機 構 動 物 衛 生 研 究 部 門 （ 動 衛 研 ）） に よ り M vと 同 定 さ れ



た 。 ウ イ ル ス 学 的 検 査 で は ウ イ ル ス 分 離 （ M D B K - S Y細 胞 ） で ウ イ ル

ス 分 離 は さ れ ず 、 遺 伝 子 検 査 （ B R S V、 P e s t i V、 B P I 3、 B C V、 B A d V、

B H V） で 特 異 遺 伝 子 の 検 出 は な か っ た 。

（ 2例 目 ） 剖 検 で 肺 は 胸 壁 に 高 度 に 癒 着 し 、 赤 色 硬 結 、 び 漫 性 に

黄 白 色 結 節 が 認 め ら れ た （ 図 6）。 臍 帯 周 囲 に 線 維 素 が 多 量 に 析 出

し て い た 。組 織 学 的 検 査 で は 、肺 で 凝 固 壊 死 巣 が び 漫 性 に 認 め ら れ 、

燕 麦 様 細 胞 が 高 度 に 認 め ら れ た （ 図 7）。 肝 臓 、 心 臓 、 骨 格 筋 、 臍

動 ・ 静 脈 で も 肺 と 同 様 に 周 囲 を 燕 麦 様 細 胞 に 囲 ま れ た 凝 固 壊 死 巣 が

散 見 さ れ た （ 図 8、 9）。 肺 の 家 兎 抗 M v抗 体 を 用 い た 免 疫 染 色 を 実 施

（ 動 衛 研 ）し 、凝 固 壊 死 巣 に 一 致 し て 陽 性 反 応 が 確 認 さ れ た（ 図 10）。

細 菌 学 的 検 査 で は マ ン ヘ ミ ア 属 菌 （ 肺 、 肝 臓 、 腎 臓 、 四 肢 関 節 ） が

分 離 さ れ 、 1 6 S r R N A遺 伝 子 解 析 （ 動 衛 研 ） に よ り M vと 同 定 さ れ た 。

ウ イ ル ス 学 的 検 査 で は ウ イ ル ス 分 離 （ M D B K - S Y細 胞 ） で ウ イ ル ス 分

離 は さ れ ず 、 遺 伝 子 検 査 （ BR S V、 P e s t i V、 B P I 3、 B C V、 B A d V、 B H V）

で 特 異 遺 伝 子 の 検 出 は な か っ た 。

【 ま と め お よ び 考 察 】

組 織 学 的 お よ び 細 菌 学 的 検 査 の 結 果 か ら 2事 例 の 主 因 は M vと 推 察

さ れ た 。 1例 目 で は 腹 膜 炎 主 体 の 臍 帯 感 染 と 考 え ら れ た 。 2例 目 で は

肺 の 病 変 が 強 い も の の 気 管 に お け る 病 変 が 見 ら れ ず 、 他 の 臓 器 に 炎

症 が 波 及 し て い る こ と か ら 、 上 気 道 か ら で な く 、 1例 目 と 同 様 に 臍

帯 か ら 血 行 性 に 全 身 へ 広 が っ た も の と 推 察 さ れ た 。 ま た 、 2例 目 の

ほ う が 1例 目 に 比 べ 、 感 染 か ら 死 亡 ま で の 経 過 が 長 く 、 全 身 へ の 病

変 が 強 く 残 っ た と 考 え ら れ た （ 図 11）。

2頭 の 母 牛 は 分 娩 前 後 に 異 常 が 認 め ら れ な か っ た こ と か ら 、 妊 娠

中 の 感 染 で 胎 児 へ 感 染 が 及 ん だ の で は な く 、 分 娩 時 の 産 道 感 染 や 分

娩 直 後 の 牛 床 か ら の 感 染 が 疑 わ れ た 。 2頭 の 牛 房 は 隣 接 し て い た こ

と か ら 1例 目 か ら 排 菌 さ れ た M vが 1例 目 の 死 後 も 残 っ て お り 2例 目 の

出 生 後 に 感 染 し た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。 病 性 鑑 定 後 に 行 っ た 1例 目

の 感 染 源 の 調 査 と し て 同 居 牛 の ス ワ ブ お よ び 環 境 材 料 の 検 査 で は M v

の 分 離 は な か っ た た め 感 染 源 は 不 明 で あ っ た 。

常 在 菌 と し て 存 在 す る M vが 今 回 強 く 病 原 性 を 示 し た の は 、 ウ イ ル

ス 感 染 等 の ス ト レ ス 感 作 の 後 に 発 症 し た の で は な く 、 子 牛 が 生 ま れ

な が ら 免 疫 能 が 低 い 虚 弱 子 牛 症 候 群 で あ っ た 可 能 性 が 考 え ら れ た 。

虚 弱 子 牛 症 候 群 の 要 因 に は さ ま ざ ま あ り 、 そ の 一 つ に 母 牛 の 低 栄

養 が あ る 。 母 牛 の 低 栄 養 が 要 因 の 虚 弱 子 牛 症 候 群 診 断 の 指 標 に よ る

と 、 2事 例 と も 3つ 以 上 の 該 当 事 項 が あ り 虚 弱 子 牛 症 候 群 と 診 断 可 能

で あ っ た （ 図 12）。

母 牛 の 妊 娠 末 期 の タ ン パ ク 質 充 足 率 の 低 下 が 虚 弱 子 牛 を も た ら す

要 因 の 一 つ と さ れ て お り 、 タ ン パ ク 質 充 足 率 が 低 下 す る と 、 血 清 生



化 学 検 査 項 目 の う ち 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 B U N、 A l bの 値 が 低 く な る と

さ れ て い る 。 2例 の 母 牛 の 導 入 5日 後 の 値 は 図 1 3の と お り で 、 と も に

タ ン パ ク 質 充 足 率 が 不 足 し て い た 可 能 性 が あ っ た 。

以 上 の 結 果 か ら 対 策 と し て ① 牛 舎 内 の 衛 生 対 策 と し て 、 基 本 的 衛

生 管 理 を 徹 底 す る と 共 に 、 不 定 期 で あ っ た 牛 床 の 交 換 を 定 期 的 に 行

う こ と 、 ② 母 牛 の 対 策 と し て 、 特 に 妊 娠 末 期 に お け る 適 正 な 栄 養 管

理 （ ビ タ ミ ン 、 微 量 ミ ネ ラ ル 、 タ ン パ ク 質 充 足 率 ）、 お よ び 健 康 観

察 を 実 施 す る こ と 、 ま た 、 今 回 母 牛 は 妊 娠 末 期 で の 導 入 で 栄 養 管 理

状 況 が 不 明 で あ っ た た め 、 妊 娠 牛 の 導 入 を 行 う 場 合 は 妊 娠 末 期 よ り

前 の 段 階 で の 導 入 を 行 い 、 栄 養 管 理 を 確 実 に 行 う こ と 、 ③ 出 生 子 牛

に つ い て は 、 臍 帯 消 毒 を 徹 底 す る こ と を 指 導 し た 。 対 策 後 は 、 現 在

ま で Mv感 染 症 の 発 生 は 認 め ら れ て い な い 。

最 後 に 各 種 検 査 に お い て ご 協 力 い た だ い た 動 物 衛 生 研 究 部 門 の 木

村 久 美 子 先 生 、 勝 田 賢 先 生 に 深 謝 し ま す 。
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